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沖縄県では、全人身事故に占める飲酒絡み事故の構
成率が全国平均の約2.7倍で、令和３年から４年連続
で全国ワースト、飲酒絡み死亡事故の構成率について
も２年連続全国ワーストと、県内における飲酒運転を
取り巻く情勢は極めて厳しい状況となっています。
また、本年９月末時点での県内における飲酒絡み人
身事故は44件（前年同期比-６件）、飲酒運転検挙件数
は746件（前年同期比-221件）と前年に比べ減少して
いるものの、構成率は依然として高い水準で推移して
おり、飲酒絡みの死亡事故
も２件発生するなど、極め
て憂慮すべき状況にあります。

飲酒運転の代償

【罰則】
● 酒酔い運転の場合… 
      ５年以下の拘禁刑又は100万円以下の罰金
● 酒気帯び運転の場合… 
      ３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金
【生活面での代償】
● 事故による多額の賠償
● 免許取消しによる職を失う可能性
● 運転免許の再取得のための費用（約35万円）

重大事故に直結する悪質・危険な飲酒運転は、運転
者本人だけでなく、お酒を提供した人や運転させた人、
同乗した人も厳しく罰せられます。
「飲酒運転は絶対にしない」、「飲酒運転を絶対にさ
せない」という強い意志を持ち、大切な家族や友人な
どを飲酒運転による悲惨な事故の被害者や加害者にし
ないよう、適正飲酒を心掛け、家族、同僚、仲間同士
で声かけを行うなど、飲酒運転根絶運動を推進しま
しょう。

　   どんな種類の試験がある？
　   試験は７種類あります（R７時点）。

県人事委員会が実施する試験は以下のとおりです。
・大学卒業程度：上級、上級（特別枠）、警察官A
・短期大学卒業程度：中級
・高校卒業程度：初級、警察官B
・障害者を対象とした選考試験
※「〇〇卒程度」とは「試験のレベルが〇〇卒程度」という意味

　   学歴に制限はある？
　   制限が“ある”試験と“無い”試験があります。

初級と警察官Ａ・Ｂの採用試験には学歴制限がありま
すが、その他試験（上級・上級(特別枠)・中級・障害
者対象の選考試験）には学歴制限はありません。

　   何歳まで受験できる？
　   試験の種類によって年齢の制限が異なります。

県人委員会Webサイトで試験計画または試験案内をご
覧ください。

　   県外出身者は試験に不利？
　   県外出身かどうかは合否に関係ありません。

出身地はもちろん、出身学校、年齢、性別などによる
有利、不利はありません。

県人事委員会では職員の採用試験を毎年実施しています。
今回は、Ｑ＆Ａ形式でご紹介します。採用試験を考えるきっかけになれば
うれしいです。

採用試験Ｑ＆Ａ

問い合わせ 　県人事委員会事務局総務課　電話：098-866-2545

採用試験のＱ＆Ａ  ～沖縄県職員への第１歩～

飲酒運転の根絶

問い合わせ 　警察本部交通企画課　電話：098-862-0110

県人事委員会
ホームページ

飲酒運転のない安全で安
心な美ら島・沖縄県の実現
に向けて県民一丸となって
「飲酒運転をしない、させ
ない、ゆるさない」気運を
高めていきましょう。
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学校で看護師として働く


